
 

レビー小体型認知症 

サポートグループ 交流会 

レビー小体型認知症は、運動症状や精神症状等、特有のトラブルを生じやすく、 

対応に悩まれることが多く、相談窓口が必要な病気です。 

ご本人・ご家族を中心として、専門医・医療、介護専門職が同席し、 

一緒に学び、語り合い、理解を深め、 困っている事、悩んでいる事等 

気軽にご相談戴ける場でもあります。 

「こういう時は、どういうふうに対応したらいいの？」 

「こんな時、気軽に相談できるところがあればいいのに」 

「これからどういうふうになるの？」等・・・ 

一人で抱え込まず、お気軽に交流会でご相談下さい。 

ひとりで抱え込まない レビー小体型認知症 

~チームケアで豊かな介護の時間を~ 

「レビー小体型認知症患者さんへの薬の使い方」 

様々な症状に対して服薬で何とかならないのだろうか と思われる事はよくある事だと思います。 

ただ、DLB は薬に対する過敏性という症状もある為、一筋縄ではいかないようです。 

今回は薬をテーマにお話を戴きます。 

講話：水野敏樹先生 

顧問医 JCHO 京都鞍馬口医療センター 院長 

京都府立医科大学医学研究科脳神経内科学 特任教授 

 

■日時:2025 年 10 月 18 日(土) 13:30~16:00 

■会場:京都府立医科大学 基礎医学学舎 3 階 会議室 

参加費:500 円 (会場支払) ■定員:6 組 12 名 

■申し込み方法: 下記 URL からお申込み下さい。 

https://forms.gle/qPsoE1bFTcGDSpRR7 

レビー小体型認知症サポートグループ京都  

電話:090-1248-7890 (代表:布施) FAX:075-468-8424 

メール:dlbsn.kyoto.2017@gmail.com 

ホームページ:https://www.dlbsn-kyoto.com/ 


